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MkⅢ 弾動 臼砲 の性 能 と応 用 (Ⅹ)

弾劾 臼砲 を用 いた爆発性物 質 の衝撃感度 の測定法

相永汚太郎+,松永猛裕JP,田村 昌三O,

安部隆幸1 吉田忠雄♯

MkⅢ紳助臼砲を用いた新しい衝撃感度の測定法を開発し,この方法を火薬類について適用

した｡

0号雷管,6号雷管及び伝爆薬としてPETNを用いて苛々の起爆力で拭科を起爆し.拭料

が完爆する及位の起爆力 (PETN当丘)をもって祈草感度を評価 した.その結果,本測定法は

従来の試験法に比べ爆 ･不燦の判定が容易で.しかも中色度の感度を持つ飲料に対 し故実に評

価できることが分かった｡

I, はじめに

爆発性物質は火薬類あるいはその他の化学薬品の成

分として用いられている｡これらの物質については外

的な刺激に対する応答,即ち感度が正夢である｡火薬

類についてはその火非としての性能を維持するために

ある程度の感度が必要であり,一方取扱の安全からあ

まり敏感な感度は望ましくない｡爆発物における感度
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(a)

としでは,衝撃感度.織被的感度 (打牽及び摩擦感度),

苛火感度,熟感度などがあり.それらに対応する拭故

法が知られている1)｡

衝撃波に対する感度は衝撃感度 (shocksensitivity)

と呼ばれ カ- ドギャッナ釈放,鉄管就験.銃撃感度

銑験,弱雷管耽敬,殉爆妖艶.雷管起爆銑魚などが用

いられてきた｡これらの釈放法は爆発性が大で伝偉性

lbl

Fig.1 0ullinc(a)aJldcrosssection(b)oftheMkzFGbaHisticmortar
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の良い爆発物に対 しては有効である｡しかしながら.

爆発力の比較的弔い爆発性物質に対しては燦 ･不燦の

判定が国庫となるという間煙点がある｡また.上記釈

放では必穿拭料丑が多く,釈放の際の爆発音が大きい

ことも一つの問噛点である｡
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mplecontainersこれに対して鮮

勤臼砲を用いた就故では一回の耽取の所要

拭鴨 は5gで爆発音もそれ程大きくない｡政低15gの飲料丑で威虻の評伝がLできる｡また40g

包皮の蹄 で詳しい感度比較,約100gの釈科Btで伝燦性

と爆発威力評価の就故が可他となる｡2.実 験

2.1 葵験装置爽故に

用いたMkⅢG弊政臼砲l)の外税団と断面図をFig･1に示した

｡駄科容鱒をFig.2に示した｡妖料には比盛の高いものと低いものがあるので2範

頼の拭科容辞を用意して起糠剤用内管と飲料とが必ず

揺する柾に装填した｡

2.2 拭 料拭科はすべてエ兼襲晶を用いた｡

2.3雷管及びPETN伝爆薬の爆発力拭験

11)15mLのガラス製サンプルビンにポTJエチ

レン藍を付ける｡

12)0.1gqi位で0.6までのPETN粉末を

栢挿し,メリエチレン内筒に入れる｡

I3)PETNの入った内軌 こ

0号雷管及び6号雷管を押入し,サンプルビンの藍

の孔に押入する｡T4)紀魚用続を取り付ける｡

f･1働 助臼砲の7t.に科 容好を挿入し.投

射物を取り付ける｡18旧 砲の下軸に紀卑

用ペンを取り付け,静止位際に印を付ける｡(7

将 官の脚線を結線し,申速を拙落して虐頼する｡(8)臼砲の最大の振れ錨を紀銀する

｡(9将官及び (留守十PE

TN)のPETN当免を井出する｡2･4

衝撃感度拭験tl収科の比皿に応じて10mL及びlSm

Lのかラス典サンプルビンに5gの拭科を入A.ポリエチ

レンの蓋を取り付ける｡12)(6号雷管+0･6gPETN).6骨臣8,または0号雷管をポリエチレン内筒に入れ.ポリエチレ

ンの蓋の孔に挿入する｡I3億薬した駄科容欝を

弾劾臼砲の孔に押入し.投射物を取り付ける｡tJ偲受用ペンを取り付け,静止位

把に印を付ける｡I5将官の卿故を括鎖し,申達を概 して,起爆する｡f6旧砲の振れ

醐 (a)を測定する｡2.5 データ処理川用いた起爆剤のPETN当魚 (EpFm

r)から起爆剤の頼れ煽doを下式から針弁する｡d0-0EptTrN･12)a-

doをEpm に対してナE･･Jトする｡(3)拭科が完熔する即ち (a-do)が一定 となる虚位のEp

ETガの伍で感度を判定する｡(4)Tablelによって感度等故を決める｡(別辞しくはEpfrr打を細か

く分けて爽故を行ない.摂れ侶-PETN当血曲線の比故から感度序列をつける｡
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d｡とPETN当丑との隅係は次式で衷わされる｡

dd=50EpEm

3.2 火耕 その他の衝撃感度

火榔 その他の衝撃威成就故の括典eTable2に示

した｡ここで,比較のために有機過酸化物.発泡剤.

煙火軌成功の結果についても併紀したJH)｡また.代

喪的な飲料についてPETN当丑一振れ臓曲線をFig･

4(a)- (C)に*Llt.

4.* *

4.1 火榊 の衝撃感度

火樹 の衝撃感度は事故改までは4つに分類される｡

苛鼓1に分類されるものはテト')ル.PETN,RDX.

HMX及びベントライトのような甘管添輔 に使われ

る高位俵爆薬ならびに工恭爆非ではか-'JI/トが高感

度助手であった｡また.ビクリ･/酸及び砂状TNTも

高感度爆薬に分析される｡酸化剤一可燃物庇合物では

過塩素酸アンモニウム一府戊,鮭索酸カ.)ウムー麻炭.

硝酸カtJウムーアルミニウム組成物が祐感度を示した｡

Table2 RcsullSOLshocksensitiyitywiththeMkⅢGbAlIisticmortar

(I)ExplosiyesAmdotherunstablecompot)nds

Sample No.0debnabr+PJm k) No.6detonator+PETN(g) claSS
O 0.1 0.2 0,3 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

TeLryL
PETN
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No.5blackcArlit
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DPT(8g)I

Benzoylperoxide(88)I
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DT80(log)I
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(2)OxidiZerSAndfuel-07EideZermixturcs

SAJnpte No.0ddoTutOr+Pm (め No.6detonatOr+PETN(g) C18SS
O 0.1 0.2 0.3 0 0.10.2 0.3 0.4 0.5 0.6
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他の組成物の威皮との比較から.酸化剤成分としては

過塩素酸アンモニウム及び盤索敵カlJウムが高感度組

成物をつくることが分かる｡また,可燃物成分の中で

はアルミニryム伊東が府庚.成典などに比べて香しく

感度を向上させることが分かる｡

乾嫌ニトt･セルp-スも等故 1で高感度物質である｡

火榊 以外では過酸化べ'/･/イルも高感度物質である｡

感脚 扱lの爆発物の拝顔な感度は別の方法で飼J<な

ければならないl… ｡

現在の含水爆薬.伊東TNT,瓜色火薬などは感度等

級2に夙する火荘頬である｡tF管定離 である近年の

安全な轍英の感度は専政2に夙するといえよう｡酸化

剤としては過塩素酸7･/モニウムが威庇等鼓2と3の

辛界に属する｡8LL.酸化剤そのものの性質を調べる

ためにはポ･)エチレ./内筒や盃を用いることには間切

がある｡(-1サルベルオキシベン･/ェート(TBPB)

も感度等故2に属する有舶 酸化物である｡

戚蛇苛政3に尽する物質としては硝安油剤】那瓦 ジ

ニトt'ベンゼン.ニト｡メタ･/,ナ.)ル梢*,ジニト

.,ソペンタメチレンテトラミ･/(DPT).過塩素故カ

.)ウムーJ#戊混合軌 ジーー ナチルペルオキシド(D

TBO)などがある｡

硝酸バリウム及び硝酸ストロンチウムとt#炭との浪

合物も感度等鼓3に夙するが,これらの組成物は伝糠

しないので見かけのものである｡但し,これらの租成

鍬 ま分解熱が小さく爆発を鵬 できないが･鵬 を#

統する可偽性は戎されている｡

葉虫を行なった屯田ではジニトロトルエン(DNT).

粒状硝安,硝酸カ1)サム一府炭,鉛炭一癖成配合物,

ニトt,プロ′.'ンなどが感度専政4に夙する｡DNTは

oo.25 0.5 0.75 1.り 1.25円771
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iv41ence (9)(C
)Eachoxidizerismixcdwilhhempcharcoal 執力な起爆をす

れば伝鎖し掛る物質{･ある｡しかし■このもの単A

.常温での爆発事故は津野らの知る取りでは起こっていない｡これは

.この感度の鈍感さによるものと思われる｡一方鵡安は

爆発可故を何回も起こしている｡これは摘安が大成に故わ

A.しかも可燃物と況合されてより鋭感となっている

可他性が大きいためであろう｡また.ニトt'プ

ロパンはそのままの状蛤では盛庇等赦3T･あるが.

ガラスマイクロパル-I/と混合すると感度等鼓は1になる｡紋体爆発物の術埠感度は気泡の

存在により高まるのでこの点を定足する必輩がある｡逆に砂状TN

Tの衝撃感度等故は1であるが,跡逸品は感度等

故3となる｡ ･4.2 PET

N当量-振れ帖曲掛 こついてFig.4の(a)

-(C)のPETN当忠一振れ蒔曲線は.搭槻脚 で

掛られる爆苑軸率曲線ではなく.妖料中の爆発した割
合を示す曲線であるため.妖科が克爆するのに必要な瓜低の

起爆力を故実に示す｡そのため.従来の拭教法に比

べ爆 ･不糠の判定に個人盛がなくなり.再現性も良い

結果が得られる｡また.臼砲の振れ軌 まPETN当Etを0.1gづつ増していくと一般に

はS字型の曲線を抽く｡この

1つの理由は柵 を完埠させるのに小丑の起爆剤では,そ

の爆発による就料の併苑分解の範用が町管の近傍のみ

にとどまり,そのために称分分解が起こるためと思わ

れる｡4.3 爆発威力について従来の帝政臼砲

吠敦では.8号雷管のみの起鰍 こよる臼砲の擬九から爆発威力伍を求めてい

た｡そのため潤定された伍が,純許の完爆時の威力で

あるか香か不明であった｡火衣類以外の仲に鈍感な不安定

物質では.8号雷管のみでは起爆力が不足し,その威

力を過小評価する可能性がある｡これに対して.

手釣定法ではPETN当政一振れ餌曲線から感度だけ

でなく,同時に完爆した時の瀕tt,僻が舟辞できる

ため.その爆発威力が辞任できる｡しかしながら,こ

こで得られた爆発威力は飲料自体による自己持擁壁の掛売威力

ではなく.起爆剤の爆発によって辞発された爆発的分解

の威力である可他姓もある｡これは伝幹也の就故を行な

って自己持成型爆発威力を測定しないと括飴を出すこ

とはできない｡4.4 その他ポリエチレン中の内冊

の柄進上PETNの添加免を叔大0･6gとしたが,そ

の添加血を増やすことにより今回完爆点が得

られなかったDNT等の鈍感な飲料 こついてt'耐定できると思われる｡また,BJヒ剤自体の



5. まとめ

従来より火薬類の静的威力を湘定する触 法として

知られている弥動臼砲を用いて.衝撃感度の新しい測

定法を火薬類について拭みた｡その着果を以下に示す｡

◎従来の拓也桝 に比べ,爆 ･不樺の判定が唖典

である｡

⑳衝撃感度と爆発威力の榊定が同時にできる｡

◎高性能爆薬等の特に鋭感な試料についての比掛 ま

この方法だけではできない｡しかし.次報に述べ

る方法によって潤定が可能となるの｡
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